
資
　
料

ウ
ク
ラ
イ
ナ
科
学
ア
カ
デ
、
・
・
1

「
国
家
と
法
」
研
究
所
に
つ
い
て

池
　
島
　
宏
　
幸

　
古
い
ロ
シ
ヤ
の
都
・
英
雄
都
市
キ
エ
フ
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
の
首
都

で
京
都
と
姉
妹
都
市
）
で
、
日
ソ
法
学
者
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
の
後
半
が
、

一
九
八
四
年
一
〇
月
八
日
か
ら
二
日
ま
で
開
か
れ
た
。
そ
の
会
場
と
な

っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
「
国
家
と
法
」
研
究
所
（
以
下
、
同

研
究
所
）
に
つ
い
て
、
同
八
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
の
席
上
、
バ
ー
デ
イ

所
長
か
ら
伺
っ
た
そ
の
概
要
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　
①
　
そ
の
活
動
と
規
模

　
同
研
究
所
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
中
で
社
会
科
学
の
基

本
的
な
環
の
中
心
を
な
し
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
は
、
社
会
科
学
関
係

の
研
究
所
と
し
て
は
、
ほ
か
に
、
①
歴
史
研
究
所
、
②
経
済
学
研
究
所
、

③
考
古
学
研
究
所
、
④
哲
学
研
究
所
、
⑤
文
学
研
究
所
、
⑥
言
語
学
研
究

ウ
ク
ラ
イ
ナ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
「
国
家
と
法
」
研
究
所
に
つ
い
て

所
、
⑦
社
会
学
研
究
所
（
リ
ボ
フ
）
、
⑧
工
業
経
済
研
究
所
（
ド
ネ
ス
ク
）

な
ど
が
あ
る
。

　
同
研
究
所
は
、
党
、
国
家
お
よ
び
政
府
の
大
き
な
信
頼
の
も
と
に
、
社
会

科
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
動
し
て
い
る
。
そ
の
規
模
は
、
さ
ほ
ど
大

ぎ
く
は
な
い
が
、
一
〇
五
名
の
所
員
が
い
て
、
そ
の
う
ち
七
八
名
が
研
究

職
の
所
員
、
そ
の
内
一
八
名
が
博
士
で
あ
り
、
四
〇
名
が
準
博
士
で
あ
る
。

他
の
研
究
所
と
比
べ
て
博
士
で
あ
る
研
究
員
の
比
率
は
、
比
較
的
高
い
。

　
同
研
究
所
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
学
術
会
議
の
決
定
お
よ
び
そ
の
付

属
機
関
の
決
定
に
従
っ
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

㈲
　
八
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
（
部
門
）

さ
ま
ざ
ま
な
研
究
方
法
を
実
施
・
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、

四
七

八
つ
の
セ
ク



ウ
ク
ラ
イ
ナ
科
学
ア
カ
デ
ミ
i
「
国
家
と
法
」
研
究
所
に
つ
い
て

シ
ョ
ン
が
あ
る
。

　
①
国
家
と
法
の
一
般
理
論
セ
ク
シ
・
ン

　
②
国
家
と
法
の
歴
史
セ
ク
シ
・
ン

　
③
憲
法
お
よ
び
ソ
ビ
エ
ト
建
設
セ
ク
シ
・
ン

④
国
民
経
済
管
理
に
関
す
る
法
的
諸
問
題
セ
ク
シ
・
ン

⑤
農
業
に
関
す
る
法
的
諸
問
題
お
よ
び
環
境
問
題
に
関
す
る
セ
ク
シ
．

　
　
ン

　
⑥
ソ
ビ
エ
ト
立
法
の
改
善
と
民
法
お
よ
び
労
働
法
に
関
す
る
セ
ク
シ
・

　
　
ン

　
⑦
犯
罪
学
お
よ
び
刑
法
セ
ク
シ
・
ン

　
⑧
国
際
法
お
よ
び
比
較
法
セ
ク
シ
・
ン

　
以
上
の
八
つ
の
セ
ク
シ
・
ン
の
名
称
か
ら
も
、
そ
の
研
究
の
基
本
的
な

方
法
が
わ
か
る
と
思
わ
れ
る
。

　
単
一
の
ソ
ピ
エ
ト
社
会
、
国
家
と
い
う
シ
ス
テ
ム
と
同
時
に
ソ
連
邦
と

い
う
連
邦
制
の
シ
ス
テ
ム
の
な
か
に
あ
る
。
同
研
究
所
の
法
学
は
、
ソ
ビ

エ
ト
の
単
一
の
法
学
と
し
て
、
単
一
の
法
学
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い

て
、
単
一
の
科
学
の
分
野
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
連
邦
を
構
成
す
る
共

和
国
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
い
て
も
、
す
べ
て
の
法
学
に
係
わ
る
問
題

を
扱
う
の
で
は
な
く
、
分
業
に
よ
っ
て
、
同
研
究
所
の
取
り
組
む
べ
き
課

題
を
設
定
し
て
、
そ
れ
に
全
力
を
集
中
し
て
い
る
。

四
八

　
⑥
　
特
殊
に
扱
っ
て
い
る
個
別
具
体
的
な
課
題

　
た
と
え
ば
、
同
研
究
所
の
個
別
具
体
的
な
課
題
と
し
て
は
、

　
①
の
法
の
｝
般
理
論
の
分
野
で
特
殊
に
扱
っ
て
い
る
問
題
は
、
法
の
理

論
、
社
会
進
歩
と
法
、
法
意
識
に
係
わ
る
間
題
、
法
意
識
教
育
な
ど
で
あ

る
。　
②
の
国
家
と
法
の
歴
史
部
門
で
は
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
国
家
と
法
の
歴

史
と
同
時
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
の
国
家
と
法
の
歴
史
に
関
し
て
多
く

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
さ
い
て
い
る
。
こ
の
歴
史
部
門
に
よ
る
こ
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
共
和
国
の
「
国
家
と
法
の
歴
史
」
に
関
す
る
一
冊
の
本
は
、
一
九
八
一

年
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
の
国
家
賞
に
輝
い
て
い
る
。

　
③
の
憲
法
お
よ
び
ソ
ビ
エ
ト
建
設
の
分
野
で
は
、
一
九
七
七
年
制
定
の

ソ
連
邦
憲
法
、
一
九
七
八
年
制
定
公
布
施
行
さ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国

憲
法
の
規
範
の
適
用
を
、
現
代
生
活
の
中
に
具
体
化
し
て
い
く
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
制
度
の
検
討
と
そ
の
充
実
の
問
題
と
同
時
に
、
真
の
ソ
ビ
エ
ト

市
民
の
権
利
と
義
務
の
問
題
、
ソ
連
邦
の
政
治
的
基
礎
で
あ
る
人
民
代
表

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
な
ど
は
、
大
き
な
関
心
と
注
意
が
払
わ
れ
て
い

る
。　
つ
ま
り
、
ソ
ビ
エ
ト
の
活
動
の
中
に
可
能
な
か
ぎ
り
多
く
の
市
民
、
農

民
、
労
働
者
を
引
き
寄
せ
る
こ
と
が
、
今
目
と
り
わ
け
重
要
に
な
っ
て
い

る
。　
⑥
の
分
野
で
は
、
ソ
連
の
立
法
改
善
と
同
時
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
の



立
法
作
業
の
改
善
が
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
法
分
野
で
立
法
活
動
が
進
展
し
て
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い

る
。
今
日
の
ソ
ビ
エ
ト
の
立
法
に
関
す
る
活
動
で
は
、
国
家
と
法
の
研
究

所
以
外
に
、
哲
学
研
究
所
、
社
会
学
研
究
所
な
ど
に
よ
っ
て
、
ソ
連
邦
ア

カ
デ
ミ
ー
の
法
お
よ
び
哲
学
部
門
の
決
定
に
従
っ
て
な
さ
れ
る
方
法
が
、

共
和
国
で
も
中
心
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
⑤
の
分
野
で
は
、
食
糧
問
題
と
環
境
問
題
が
大
き
な
根
底
の
問
題
に
な

っ
て
い
る
。

　
④
の
分
野
で
は
、
法
の
決
定
に
従
い
今
日
の
経
済
管
理
機
構
お
よ
び
経

済
の
管
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
問
題
が
大
き
な
課
題
と
さ
れ
る
。
社

会
的
生
産
を
一
層
効
率
的
に
行
う
た
め
に
、
社
会
的
富
の
増
大
は
、
ソ
ビ

エ
ト
国
民
の
生
活
水
準
を
引
揚
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
国
民

経
済
の
管
理
の
改
善
と
い
う
一
連
の
問
題
に
と
り
く
む
研
究
員
は
、
か
な

り
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。

　
⑦
の
セ
ク
シ
・
ン
、
刑
事
学
の
分
野
で
は
、
ソ
ビ
エ
ト
の
適
法
性
、
合

法
性
と
人
民
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
問
題
で
あ
り
、
共
同
作
業
と
し
て
、
犯
罪

学
お
よ
び
刑
法
上
の
諸
規
範
の
実
生
活
へ
の
適
用
の
問
題
が
、
基
本
的
に

大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

　
⑧
の
セ
ク
シ
・
ソ
の
最
も
重
要
な
問
題
は
、
緊
張
緩
和
と
平
和
を
確
保

し
、
平
和
を
強
化
し
、
平
和
の
内
に
す
べ
て
の
全
世
界
の
国
民
に
と
っ

て
、
平
和
の
内
に
生
活
で
き
る
た
め
に
は
、
い
か
な
る
課
題
が
必
要
な
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
「
国
家
と
法
」
研
究
所
に
つ
い
て

か
と
い
う
こ
と
に
集
中
し
て
い
る
。

　
㈲
　
研
究
国
家
機
関
と
し
て
同
時
に
教
育
機
関
と
の
連
携
の
活
動

　
こ
れ
に
は
、
二
つ
の
課
題
が
あ
る
。

　
同
研
究
所
は
、
国
家
か
ら
科
学
研
究
機
関
と
し
て
の
財
政
的
援
助
と
い

う
物
質
的
援
助
の
み
で
な
く
、
精
神
的
援
助
を
う
け
て
い
る
。
そ
れ
だ
け

に
、
い
か
な
る
分
野
で
よ
り
も
、
一
層
の
研
究
を
進
め
、
い
か
に
効
果
的

に
こ
の
分
野
を
検
討
す
る
か
、
大
い
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

①
ま
ず
一
つ
の
同
研
究
所
の
課
題
は
、
単
に
書
物
を
出
版
す
る
と
い
う

課
題
に
限
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
法
分
野
に
係
わ
る
実
務

的
で
実
際
的
な
勧
告
を
出
し
た
り
、
実
際
的
な
解
釈
を
、
実
際
生
活
の
中

で
役
に
た
つ
よ
う
な
解
釈
や
法
規
範
を
示
す
解
釈
の
典
型
を
示
し
た
り
し

て
い
る
。

　
そ
れ
ら
の
成
果
は
、
社
会
団
体
に
も
、
そ
の
他
の
国
家
機
関
に
も
大
い

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
②
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
に
は
、
比
較
的
に
多
く
の
法
学
に
関
す
る
教
育

機
関
や
研
究
所
が
置
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
同
研
究
所
の
も
う
一
つ
の
課

題
は
、
こ
れ
ら
の
法
学
研
究
機
関
お
よ
び
教
育
機
関
を
統
合
し
指
導
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　
法
学
教
育
機
関
と
し
て
一
四
の
施
設
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
共
和
国
キ
エ
フ
大
学
法
学
部
、
リ
ボ
フ
大
学
法
学
部
、
オ
デ
ッ
サ
大
学

四
九



　
　
　
　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
「
国
家
と
法
」
研
究
所
に
つ
い
て

法
学
部
、
ハ
リ
コ
フ
法
科
大
学
、
そ
の
他
キ
エ
フ
に
あ
る
内
務
省
の
「
法

と
法
学
」
教
育
機
関
な
ど
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
必
要
に
応
じ
て
統
合
し
た
指
導
の
会
議
を
開
催
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
社
会

政
策
的
な
側
面
を
め
ぐ
る
法
規
現
象
（
た
と
え
ば
、
社
会
政
策
の
発
展
と

計
画
と
し
て
、
経
済
社
会
睦
文
化
生
活
の
各
部
門
、
消
費
・
生
産
公
団
”

企
業
合
同
、
労
働
コ
レ
ク
チ
ー
フ
、
「
経
済
・
社
会
発
展
計
画
」
と
い
う

経
済
計
画
な
ど
）
を
ク
・
i
ズ
・
ア
ッ
プ
し
た
が
、
そ
の
背
後
な
い
し
基

礎
と
な
っ
て
い
る
経
済
政
策
的
な
側
面
に
つ
い
て
、
と
く
に
経
済
・
企

業
・
産
業
に
関
す
る
法
現
象
を
観
察
し
よ
う
と
心
懸
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
と
き
あ
た
か
も
、
「
ザ
ラ
タ
ー
ヤ
・
オ
ー
セ
ソ
（
黄
金
の
秋
－
紅
葉
の

季
節
i
ω
9
3
蹄
α
8
誤
）
」
の
折
、
懇
親
会
で
は
、
さ
す
が
・
シ
ア
の

穀
倉
地
帯
、
豊
富
な
食
事
と
と
も
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ク
リ
ー
ム
・
コ
ニ

ャ
ッ
ク
で
、
何
度
も
「
カ
イ
ジ
ュ
ー
ベ
（
乾
杯
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
）
！
」

し
て
、
同
地
を
あ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
畳

　
な
お
、
帰
途
に
立
ち
寄
っ
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
首
都
ソ
フ
ィ
ア
で
は
、
と

く
に
外
貨
問
題
に
つ
い
て
は
、
「
ツ
ァ
リ
ズ
ム
＋
八
O
％
プ
レ
、
・
・
ア
ム
」

と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ィ
ン
が
、
空
港
で
目
に
つ
い
た
。
八
O
弩
を
上
乗
せ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

る
観
光
客
優
遇
レ
ー
ト
（
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
ト
i
為
替
相
場
の
実
勢
価
格

と
比
較
し
て
）
に
よ
っ
て
い
た
点
が
注
目
さ
れ
た
。

　
つ
ま
り
、
観
光
客
に
は
、
外
貨
の
目
本
円
一
万
円
が
一
万
八
千
円
相
当

の
当
地
通
貨
の
レ
バ
（
当
時
ブ
ル
ガ
リ
ア
一
レ
バ
は
一
三
四
円
三
銭
、
な

お
ソ
連
一
ル
ー
ブ
ル
は
二
九
〇
円
三
二
銭
）
に
交
換
し
て
く
れ
る
の
で
、

当
地
で
は
八
O
％
多
く
レ
バ
を
使
え
る
と
い
う
外
貨
レ
ー
ト
方
式
を
と
っ

て
い
た
（
も
ち
ろ
ん
レ
バ
国
外
持
ち
出
し
禁
止
な
の
で
、
交
換
し
た
レ
バ

は
、
当
地
で
す
べ
て
使
っ
て
し
ま
う
か
、
再
交
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
本
稿
は
、
第
三
回
「
目
ソ
法
学
者
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
（
一
九
八
四
年
九

月
三
〇
目
～
一
〇
月
十
二
日
、
モ
ス
ク
ワ
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
、
キ
エ

フ
）
に
参
加
し
た
折
の
「
見
聞
録
」
の
一
部
で
あ
る
。

（
い
け
し
ま
　
ひ
ろ
ゆ
き
／
商
法
・
経
済
法
）


